
 

 

令和８年４月 23 日 
参考資料 

葉山町と連携し、特定健診等の対象者に未病指標を案
内します! 
測定機会が少ない「認知機能」を未病指標で日常からチェック! 

県では、高齢者や働く世代を中心に、普段から未病指標（※）を活用することで、個人の未病の状

態の見える化を推進し、未病改善に繋げる取組を行っています。 

このたび、健康診査など健康を意識するタイミングに着目し、日常生活の中でフレイルや認知機

能等の見える化に向けて、葉山町と連携し、特定健診等の対象者に未病指標を案内することとし

ましたのでお知らせします。 

１． 概要  

（1） 開始時期 令和８年４月から 

（2） 内  容 以下により、健康診査等を受ける際の流れに未病指標の案内を加えることで、 

日常的にフレイルや認知機能などの測定する習慣を後押しします。 

① 令和８年度に、新たに葉山町の国民健康保険に加入される方及び 75 歳 

になる方等（約 1,000 名）に対し、特定健診及び長寿健診の受診券を送付 

する際に、別添の未病指標リーフレットを同封し、未病指標の測定をご案 

内します。 

② 特定健診及び長寿健診等のインターネットでの予約において、予約完了 

  画面に未病指標（認知機能）の測定サイトへのリンクバナーを設置します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           ③ 葉山町の健康増進施策等において、適宜未病指標をご案内します。 

  

「画面イメージ」 



 

 

（3） 本件に至った経緯 

令和７年９月から令和８年２月まで、葉山町と連携して次の取組を実施しました。 

・特定健診及び長寿健診等のインターネットでの予約において、予約完了画面に未病指標

（認知機能）の測定画面へのリンクバナーを設置し、測定を促しました。また併せて健診を

予約した方に未病指標のチラシを送付しました。その結果、予約して受診した方の約 7 割で

ある 445 人が未病指標（認知機能）を測定しました。 

２． 今後の展開 

今後も、こうした取組について、他の市町村との連携も図り、未病指標の地域展開を進めて参り

ます。 

 

※ 未病指標 

自分が健康と病気のグラデーションのどこにいるのか、生活習慣、生活機能、メンタルヘルス・ス

トレス、認知機能の４領域を 3 段階評価し、現在の体と心と脳の未病の状態を数値等で見える化

するもので、県の健康管理アプリケーション「マイ ME-BYO カルテ」などで測定可能。      

認知機能の測定では、単語の記憶と時計描画の検査を組み合わせたスクリーニング検査法であ

る「Mini-Cog」を実装している。 

 

（別添資料） 

未病指標案内リーフレット 

 

 

《SDGｓの推進について》 

県では、SDGｓの達成にもつながる取組として、県民の未病を「見える化」し、未病改善につなげ

る「未病指標」の普及及び「認知症未病改善」の取組を進めています。 

す。 

 

  

問合せ先  

神奈川県政策局いのち・未来戦略本部室 

室長代理(未病産業担当) 大久保   電話 045-285-0047 

未病連携グループ      佐藤（充）  電話 045-210-2714 






